
音楽活動

経済学部
木下 怜香　九州国際大学付属高校（福岡県）

人と人をつなぐ音楽の力を体感

教育学部
古賀 礼人　石山高校（滋賀県）

データとボランティアで防災に貢献を

広告の世界でグローバルに活躍したい

データサイエンス学部
馬場 千瑳　彦根東高校（滋賀県）

高校時代の友人と「ゴリラ祭ーズ」
というバンドを結成し、2020年に
三菱地所とニッポン放送が主催す
る「有楽町うたつくり計画」という
楽曲コンテストで最優秀賞を受賞
したほか、CDリリースやラジオの
ジングル制作など、活動の幅を広
げています。最近ではKBS京都か
ら70周年記念テーマソングの制
作依頼をいただき、「KBS京都の
うた」という楽曲を制作。リスナー

の方からのフレーズや想いをもと
に歌詞を作る企画でしたが、たくさ
んの人の想いを汲み取りつつ歌詞
に仕上げるのは非常に難しく、し
かしとてもやりがいのある作業で
した。レコーディングでも、自分の
イメージをどう伝えたらいいのか
試行錯誤しながらも、すばらしい
楽曲に仕上げることができました。

はじめは趣味のような形で始めた
バンドでしたが、気づけば関わる
人の数も増えていき、人と交流す
ることの難しさやすばらしさ、出会
いの大切さを実感することが多く
なりました。今後もさまざまな方の
助けを借りながら、発展をめざし
たいです。……というわけでこの文
章を読んでくださったのも何かの
ご縁。お仕事お待ちしております。

貴重な経験を積んで
さらなる発展を

コンテストで最優秀賞！
CDリリースも

防災教育に興味があり、データサ
イエンスが向いていそうだという
直感と、特別講師として防災の先
生がおられるということで本学に
入学しました。プログラミングや
結果の評価には授業での学びが
活かせますが、災害や防災に関す
る知識はゼミや自学で身につける
必要があります。そのため2回生
の頃から先輩にお話を伺ったり、
ゼミに参加させていただいたりし

て講義外で学んでいました。データ
サイエンスによってソフト対策に
貢献し、人々の命を守る行動につ
ながればと考えています。現在は
ゼミで、彦根市内の小学校を避難
所とした際に、水害時の避難経路
が適切か、より安全な避難経路と
避難所の分析を行っています。

学外ではNPO法人国際ボラン
ティア学生協会に所属して活動を
行っています。今春には３月の福島
県沖地震によって被害を受けられ
たお宅で救援活動を行いました。
現地の方々と交流できることにも
やりがいを感じています。ほか、清
掃活動や地域のイベント運営に携
わるなどさまざまな活動を行って
おり、全国のニーズの達成に貢献
したいと思います。

災害や防災の知識を
講義外に自主的に学ぶ

地震被害の救援のため
東北でボランティア

幼少期、上海で４年間暮らしてい
た影響で、異文化との出会いに思
い入れがありました。そのため、大
学在学中に留学と海外インターン
シップの挑戦を目標に設定しまし
た。3回生までは女子バスケット
ボール部の主将と、欧米のビジネ
ススクールに匹敵する宮西ゼミ
の勉学に全力で取り組みました。
そして留学予定だった昨年、コロナ
禍にも挫けずに、１年間休学して
NYに渡航しました。留学後、現地
でのインターンシップの確保には

非常に苦労しましたが、広告マーケ
ティング企業で、大規模アニメイ
ベントの出展を担当させていただ
きました。留学とインターンシップ
という２つの目標を達成し、帰国
することができました。

「美しい盆栽になるな、傷だらけの
大木になれ」。これはゼミの教授か
らの言葉です。就職活動中にこれ
までを振り返り、迷ったときは面
白さを求めて厳しい道を選び、傷
ついては立ち上がる、そんな人間
だと再確認しました。NYでのイン
ターンシップをきっかけに広告会
社を受けることを決意し、第一志
望の株式会社電通から内々定を
いただきました。「彦根から世界へ」。
グローバルに躍進する先輩方に
追いつけるよう、挑戦を続けます。

目標に向かって
部活とゼミも全力で

インターンシップから
将来の方向性を再確認

My challenge

防災教育
My challenge My challenge

My challenge

いつかは全国大会に出られるように

経済学部
丹羽 奈々子　膳所高校（滋賀県）

幼い頃から新しいことを学ぶのが
好きで、中でもクイズは楽しみなが
ら知識を身につけられるので好き
でした。それまではただ見ている
だけでしたが、高校生の時に同級
生がクイズで活躍している姿を見
て、「大学では私もクイズをやりた
い」と思うようになりました。しか
し、滋賀大学にはクイズをする団
体がなかったので、今年度、SNSを
通じて集まった数名でクイズサー
クルを立ち上げました。

今まで団体の設立・運営は経験し
たことがなく、何から始めていいか
わかりませんでした。特に、活動の
動機や目標の違うメンバーをまと

めるのが一番大変だと感じました。
そのため、みんなが納得できるよう
に、意見を聞いて整理し、この団体
に求めていることを考えるように
しました。さまざまな規則や活動
内容を一から決めるのは大変でし
たが、とても貴重な経験となりま
した。まだまだ手探り状態ですが、
仲間に助けてもらいながら運営
を行い、今は集まった14名のメン
バーと和気藹々と活動しています。
いずれは大会に出場できるように、
切磋琢磨しながら知識を積み上げ
ていきたいです。

SNSを通じて
サークルを立ち上げ

みんなの意見を聞いて
ゼロから関係性を構築
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